茨城のシンボル偕楽園・弘道館を復興するための
チャリティー茶会 企画案

【目的】

茨城のシンボル偕楽園・弘道館を復興するためにできることがしたい。京都・和束で宇治茶を生産している茶農家なので、お金はあまりありませんが、お茶はたくさんあります。ですので、お茶を使ってイベントを行ない、偕楽園・弘道館の復興支援の会をもり立ててゆければと考えております。
【内容】

お茶会などを行ない、お茶を飲んでいただくチャリティーイベントを行う。
その際に募金も募る。
※　日本茶に限らず、紅茶・ウーロン茶・コーヒーの企画も可能です。
※　ほうじ茶の焙煎体験、抹茶の石臼挽き体験など、呈茶ではない体験も可能です。
※　屋内でも屋外でもイベント可能です。

※　茶葉の寄付ももちろん可能です。全国の茶農家とのつながりで全国の茶葉を集めることも可能です。

※　お金はあまりありませんので１００万円の寄付とかは難しいですが、寄付もさせて下さい。

【日時】

1/19（木）
10:00～11:00　準備
11:00～15:00　お茶のふるまい（無料）＆募金活動
※ 日本茶、紅茶、中国茶を来場の方にふるまい、偕楽園・弘道館の現状を伝え、募金を呼びかける。
· 19日は一日茨城のために時間をとっておりますので、何でもやります。
【場所】

ナムチェバザール水戸店　駐車場
茨城県水戸市末広町２－２－７
【当日の活動メンバー】
5名　※現時点ですので、当日までにはもっと増えます。
酒井宗弘氏（表千家茶道家　茶畑オーナー）

佐々木智子氏（大阪でアパレル関係の会社を経営）

長谷川健氏（茨城大学理学部理学科助教）

松本靖治（日本茶インストラクター・京都おぶぶ茶苑副代表）
滝田優子さま（土浦在住　茶畑オーナー）
【経緯】

2012年1月に約3週間、「震災復興お茶キャラバン」と題し、岩手から関東までの被災地をまわり、お茶と共に震災復興のためにできることをさせて頂くキャラバンを企画。
キャラバンの中で茨城のためにできることを弊社の茶畑オーナーでもある杉山勉氏（水戸プリンスホテル）にご相談したところ、復興支援の会をご紹介いただきました。

弊社（おぶぶ）は、京都にあり、なかなか現地での直接的な活動がままなりません。この1月にやっとまとまった時間をとることができましたので、震災復興のためにできることをさせていただきたいと考え、本キャラバンを企画いたしました。ぜひ偕楽園のため、水戸のため、茨城のため、日本のためにご協力させて下さいませ。よろしくお願いします。
【提案者】

京都おぶぶ茶苑 副代表　松本靖治

http://obubu.com/
北海道大学工学部土木工学科を2年留年して卒業後、東亜建設工業に入社。茨城では鹿嶋作業所にて鹿島港の浚渫作業などに従事。2004年3月より京都おぶぶ茶苑を立ち上げ、現在に至る。一級土木施工管理技士。日本茶インストラクター第7期。1974年、奈良県生。
【連絡先】

619-1213

京都府相楽郡和束町南大生水４－４

京都おぶぶ茶苑

電話：0774-78-2911　fax：0774-78-2215　携帯：090-6129-6184（8時～24時OK）

メール：matsu@obubu.com
